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棉花の病害に閥ずる腕究第4報
棉苗立枯病原アザ9クム属菌に就て(概報)
西門義ー
1よ緒 雷棉立枯病は朝鮮、満洲、北支、
或は本邦内地の棉作刷乙種生し;其被害は少くな
い。護芽後賓葉を-*守るに至らない粍賓の劫荷
が多〈は地際から望号色t其部分が細まり、倒伏
枯死し惨害ぞ呈する.特に比較的早蒔の掃苗仁
多〈、強芽後低調に遭った時に被塞が多い。斯
うした苗b立枯病原薗に就きて研究した結果を
設に報告するa
2・病菌の分離並!こ其形態主乏して、鳥
取、島根の棉作地に於ける立枯苗から病菌の分
雄4並行ひ、約360の菌株を得たが其内235菌株
は Fusarium属的・で71%ぞ占め、茨痘病菌は僅
かに16菌株で4・5%であっt 此日回rillm嵐菌
仁っきて形態.a精査しすこ結果、士記255株め菌
拡大凡さ欠の向型に類別出来る犠であった [!pち
0) 小~~分生胞子は形成汐盟富で額賦に通主
大担分会胞子の形成Mi'Tr多〈、!享膜胞子は形
成せ向。 0，)第u型同様小型分生百白子は遁生、
比較的薄膜納l長〈直又は僅かに智曲する大型
分生胞子を少し〈形成し尿膜胞子は形成せぬ.
(1)小型分生胞子令連安， .大型分生胞子は形成
梢々盟宮、‘比較的短小、紡錘形、直又は.曲、雨
端尖る。(lV)小型分主主胞子は形成柏#少なく、
大型分生胞子は形成監官、形lま太〈、轡fJiL、
開端僅かに尖り腕胞ぞ有する.厚膜胞子を盟官
もこ形成する.(v )1、型分生胞子'も形成し、大型
分生胞子は形成豊富、膜厚〈、太〈して中央は
略々直形、隔端のみ曲り悶扇、脚胞は不鮮明又
は之ぞ訣〈。厚膜胞子は形成型宮oClV)小型分
主主胞子は形成せ歩。大型分隼胞子は形成型官、
両端は畏〈伸びて漸尖ι、胞子全慢は特徴ある
双泊朝賦ぞ呈する.ぞ膜胞子は形成型官q
以上の6型につを，其名禍を調ペた露、其第I
及E型は昏胤rillmmoniliゐlIlleSheldon (1仰の
h二、第目型は F・monilifotme81叫 d.v. minuB 
Wollenweber (1931)に第IV.型は F，vaBInfectum 
.Atkineon 乙z，WolIenwe1:町(1931)に第V型は F.
eolani Ap~} 'et Wollenwcber (1910) I二、第H型
宮脇雪夫
は F.BCirpi Lambolte et Fa担trey(1894)に相官
する様である。
3・病菌の生理問性質 菌糸の護育さ協養
温度さの鮪係につきて賓験した結果では、上詑
日型の内第V型の他は何れの菌も略10度から83
度の範囲?殻育L、最適温度は27車内外の様で
あった。只第V型捕は10吏での費育は僅方、であ
ったが、初書でも梢々良〈生育し比政的高温性
であった。各型a最適温虜に近い21唾に於ける
各型薗の稜育賦況-i>記述するさ第I型i玄室中薗
糸の形成が梢々堕窟で粉鍛冶呈し三薗叢は薄〈
小型胞手の形成が多いω 第E型では綿毛肢の堕
官な空中薗糸を形成する。第E型では薗糸は毛
賦.a呈し試験管壁を旬旬するc和骨紫色を帯ぷ
る。第IV型薗・では空中薗糸は形成型官綿M屡々
白色抑制胸菌糸塊性?る。第V型では殆^'
E無色事li賦の空中薗糸t.e生巴、クリーム色乃至
背緑色のの球A胞子土佐を黙々形成する.
菌糸の鼓育とf:s護基の反臨の聞係につきて、
I pH 1ふ2ふ 2(}， !tH， ，'3.0， 3.8， 4ι・9・4までb
pH債ぞ有する崎議基に培養した結糸、第I:及
E型は pH2・2-2，6で第IV型は pH2.6-2・8で
第V及刊型では pH28-3.8の部分から護育.a
初めた.最適は何れの型でも時々 pH5.8-6.8 
の聞の横綱Eある.
4 病原性棉首にきIする各型菌の病原性~
検するために、司純粋培養を土壌に接種し、之
に議員消毒した種子ゼ蒔付け、其後強生f..，r:.
苗の健否を調査しfこ.共健首歩合の最も低か~
たのは、'第Y型 F.即]Alli薗ぞ接種した志ので
67%縫って共33%tJ¥m病した課宅ある。之tこ突
いでは第E型の10'.moniluormeで共健苗歩合は
約77%:であ0た。之は豊医者が先に本研究第3報
で報告した棉サク病敬病原 F.monilifom.eさ同
程警である。健首歩合では第I及第E型の F.
moniliiorine及第lV型の F.vasiniectumは殆んr
差異がなかったが聾色部の大さは前者の方が大
Cや) -20-
‘ 
きかった。
5・結果の考察朝鮮並に満洲亡於て棉首立
枯病とし或は根腐立枯病さじて報告きれで居る
病害は棉の蛮芽直後異葉の出現前に褒病ら、特
に低温に遭ふと費生が甚fさしい 此病害では背
は喪芽~終りまだ本業を展開しない頃で水分を
失J、τ萎凋し、叉は地上まで抽出する事が出来
今地中で枯死するものもある4 被害市は地中の'
担割l又は幼基部に褐色乃至暗色を蓋しfこ席政部
が認められ、共部が細〈紐れるのが普通であ
る.土壌の多喚さ低温が本稿-i'誘聾するさ報ぜ
られτ居る。迄は朝鮮及満洲に於ける護病の欣
況であるが、本郭内地の夫色亦同様である 共
病原菌につきでは FusarillmBpp.とLて種名の
決定が保留され可来たが、之にづき各種の事置
を綜合して考察す高三本病以教iこ記載した第I
及第E型のFn竺iummoniliforrne sheld.に該賞す
るものさして誤りほ1iい様である 北米でも本
薗の棉苗侵害が報告されてゐる。夫で F.moni-
liおrme薗による樟首の立枯病は根腐立枯婦の
名を襲用したい.
更に F・v田infectumAtk， は前者さ異り好宵温
性商で比続的高温の際iこ費生し、屡々大害を起
すこさがbる.然し接種試臨の結果は、普通状
態Jでは感染力の弱い事が謹明されて居る.此閣
による病害に中珂博士は萎凋病の名谷使用され
た.筆者は此名稽を襲用したい.
:i'. 801岨 ifMlIort.)Apt.et W:r.は土壌中に蹟〈分
布してゐる菌で、低温多操の地で衰弱した棉苗
が此の菌の侵害を受りることι思ふ筆者の接 .
種賓鴎では比較‘強大な病原性を示したが、自
然賦牒で苫れt:.けの威力Jを護揮し得る"J、は疑問
さ思ふo F. scirpi Lam. et Fau廿・菌は今回の震
験で苗からも分離されたが其率は僅かであった
が、之は棉サクに寄生する薗であるか惨苗に費
生する協舎もある事主主恩ふ。
6摘 E
1・此報告は山陰地方の棉作地に宮変位する棉首
立枯病原i7ザリウム薗に闘する形態、分類、生
理並に病理的研究の結果の概要である。
2・多数の被害棉苗から分離した7ザリクム薗
や類別して6型5種ミしすこ.自Pちくわ Fu岨rium
moniluorme殴¥eld.，く2)F. monili(orme v. minuB 
¥ 
App. et Wr.， (5) F. 'ocirpi Ismb. et Fautr.ざし
た.
3・朝鮮、満洲で棉首の喪芽官時じ費生する所
謂根腐立枯病は費芽後低温に壇ふさ惨修弘呈す・
るが、共原因は町田rinmBpp.さして種名決定
は保留されて来たが、此研究から夫が F.mo凶.
liformeに相富ずる様である.
4・右のフザリウム粛につき培養温度、培養基
の反臨ミ薗糸の蛮育或は分生胞子の形成に亙ぼ
す影欝或拡薗糸の寄生睦侵害につきて+質験し
すこ.
第i表棉苗立枯病原 Fusarium菌類の
聾育さ温度さの開係
、1型
2叫3型I~判的型
500 4x E 一 一 ← 5 
10 13 13 11 12 6 17 
15 22 22. 2il 11 13 27 
懇 20 30 ;30 32 回 22 -40 
24 41 4a 43 43 己7 51 
混 27 42 46 47 ，46 41 日
30 33 39 37 36 41 48 
度
33 16 23 16・ 17 32 30 
36 5 9 一 一 12 8 
X馬鈴薯望書天に7日間培蓋後の薗叢の直径(粍)
第2表棉苗立枯病原 Fusarium蘭餌の
葎育さ培養基のpRさ・の関係
菌株 I型 I2型 I4型 I5裂 I6型
pH1.8 4恥 一 ー ー 一
2.2 十 一 『
2.6 11 X 12 + 一 ー
2.8 21 22 J7 + ?← 
3.0 21 23 18 + 十
3.8 28 84 26 20 20 
4.6 36 39 '!fl 2& 43 
5.2 39 42 42 35 
5.8 39 45 40 32 58 
6.2 41 43 ， 40 30 58 
6.8 36 43 42 29 60 
7.6 :!l 40 36 -27 5Q 
8.7 23 26 25 17 32 
9.4 11 19 11 13 12 
Wr.， (S) F・ v栂infel~um ~tk.， (4) F. Bolani (Mart.) x 2700 r: 3日間出築後の菌議の直径く粍}
で 21- (21) 
~肱
(.1)岩垂慣 日本植鰐曾慣れ1:86-7. 1錦7.
(2) 同 爾洲公主績農誤研究時偲 32:43-
92， 19;0. く3)木箆三郎 日本値病曾fD "l: 4: 
186-~8， 1942. (4) 中国費玄郎 綿府書置設，
1泊8. (6) 西門ft-，宮脇1u夫， 良型研究 36: 
417一倍。， 1944. (6) 野瀬久義朝鮮農曾報 12: 
12， 1938- c'わ'PahUlYT、Phyやp.， 17: 749-
767， 1927. (8) Roaen， H. R.， Phytop.， 18: 419 
.，438 1928，ゆ W∞4zool，N，・ Q，.Phytop. 17 ~ 
227-~泡.1927.
本研究は技栴院助成金也1:文部省自然科事研究演の
補助 r~より途行した.訟に深蕗の謝患を設する。
稲傑斑病菌の護育及び胞子袈芽
さ温度ごの関係
??
?
1・緒 雷昭和15年秋著者は倉般市の嘗大
原農業研究所圃揚の栖の葉身及葉鞘に褐色φ細
長h溺斑が費生してゐるのぞ認めたが、其後も
祉の病気は冨手費生した。本荷の費生は倉穀市
附涯では普通9p上旬に始まり、稲の枚穫期に
至るに縫って被割ま増大し、早〈よP窓生した
下藁には枯死するものもあうた.この病害につ
を調査した結果、 OercosporaOry.zae Miyakeに因
る相候葉枯病である事がやjったので、主主iこその
概要令報告する ω
ヌト情害に闘する研究報告は極めて少いが、こ
れは我闘では被害が結束軽微であった矯めさ思
はれる.本稿の分布は支部、，ピルマ及び来印廃
諸島で民丘米閣の L叩 i向田州'1を中心乏した地
域にも資生レてゐる事が報、ぜられてゐる.
2・病 徴葉身及び薬物を主としτ侵し:惇
及~.摺にも費生ずる。病斑郎は脈に滑ひ赤褐色
長形で3-o'粍、幅0・2-0・4粍が普通で、大き
いものでは10粍に語い長さのものもある.その
周囲は策費してゐるが限界は不明瞭である.病
斑の古いものでも褐色を保ち￥中央部がや L藁
色lこ費やる場合もあるが、判然とした輪棋は呈
しない.斯る病斑が多数生じτ互に融合すれば
不規則な斑艶を作るに至る'揚合もある。病斑部
は輯色の細い.賦で損じ嫌がってゐないのを特
徴とする
3・病原菌揚子樹立葉の甚聞に生ヒ、長さ
8δ-11.5、幅 8~4 tユー2-6の隔膜を有レ、
色は淡褐色、叉は褐色で基部に至る現浪厚であ
~~) -aで
、
隆
?
-る.分生胞子は揖惇肢で2-6の楠膜を有し有
無色‘でその大さは45x45tユ(22ー 74x4-6 ) 
である 本菌は三宅市郎氏〈明42)の褒表に保
はる帽の CercωporaOryzaeの記載と金〈一致す
るので氏の襲名会用ひる事さした.
4・分離11び培養 著者は昭和15年10月、
16年11 月及び17~手11月に嘗太原農業研究所に穂、
主たした被害葉から本病閣の分続金試みた。そq
方法は病葉から若い病斑を切取り、之毎日∞偵
の昇宗7Xで表面消毒-a-f.l:し充分殺菌水で水洗し
た後1一%萎芽エキス寒天I苦養基上に載せ揺氏24
度に保って薗糸の費生を待った.本高の聾育は
他の薗類に比~る是非常に稜慢であるため分挿
の際菌糸の費生まで数日聞を要した3
第1表 紙傑斑病菌の董育三温度さの開係
温度
〈B〉分凪J1在1胞d虫子菊管の，浸のZ昆F歩さ合
第3_歯 音鹿沼披歯.。C
第 ~I 第'!3 〈歩%合31設t ミ穿ュ管〉歩合 江習を芽三管i 統l羽 験菌 '%) 
5 。。。。土 :is 
10 .1心 0.8 19 15 47 15 、
15 5.0 95 qS ~ 46 
20 10.5 100 'fl 95 也
24 主2.0 99 1CB 98 124 
2'7 9.0. 11.7 100 155 96 186 
30 4.'7 6.0 回 170 '5l 1&5 
33 3" 4.4 回 170 ~ 170 
36 1.0 ， 2.7 3 土 1~ 15 
40 。。。。。。
• 
